
特別用途食品制度のあり方に関する検討会特別用途食品制度のあり方に関する検討会報告書の概要報告書の概要

特別用途食品制度（乳幼児、妊産婦、病者等の発育、健康の保持・回復等に適するとい

う特別の用途の表示の許可制度）について、高齢化の進展や生活習慣病の増加、医
学や栄養学の進歩や栄養機能表示制度の定着等の状況の変化を踏まえ、対象者

の栄養管理に適切な食品が供給されるため制度のあり方について見直し

※ 健康増進法に基づく特別用途食品の審査・許可は、新たに創設される消費者庁が所管する予定

（１）対象食品の範囲の見直し（１）対象食品の範囲の見直し

①総合栄養食品（濃厚流動食）を病者用食品に位置付け

②病者用単一食品と栄養強調表示の関係を整理

③病者用組合わせ食品を宅配栄養指針による管理

④高齢者用食品の見直し

（２）対象者への適切な情報提供（２）対象者への適切な情報提供

医師、管理栄養士等による適切な助言指導の機会を保障

一定の広告も認めること等を通じ、制度の認知度を高める

（３）審査体制の強化（３）審査体制の強化

最新の医学的、栄養学的知見に沿った審査体制を確保

具体的な見直し内容

現況に応じた制度の役割

特別用途食品は、通常の食
品では対応困難な特別の用
途を表示するもので、対象者
の適切な食品選択を支援す
る有力な手段

高齢化の進展に伴い、在宅
療養での適切な栄養管理を
持続できる体制づくりが必要

制度の認知度を高め、必要
な食品の流通を図るべき



病 者 用 食 品

許可基準型

個別評価型

妊産婦、授乳婦用粉乳

乳幼児用調整粉乳

高 齢 者 用 食 品

そしゃく困難者用食品

病者用単一食品

そしゃく・えん下困難者用食品

低ナトリウム食品

低カロリー食品

低たんぱく質食品

高たんぱく質食品

アレルゲン除去食品

無乳糖食品

病者用組合わせ食品

減塩食調整用組合わせ食品

糖尿病食調整用組合わせ食品

肝臓病食調整用組合わせ食品

成人肥満症食調整用組合わせ食品

病 者 用 食 品

妊産婦、授乳婦用粉乳

乳幼児用調整粉乳

えん下困難者用食品

許可基準型

個別評価型

低たんぱく質食品

アレルゲン除去食品

無乳糖食品

総合栄養食品

栄養表示基準に
基づく栄養強調
表示で対応

低（無）たんぱく質高カロリー食品

（参考） 対象食品の範囲の見直しの概要

宅配食品栄養
指針で対応

いわゆる濃厚
流動食（新規）


